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1 デジタル家電専門店ノジマ　200店舗に到達

3 事業再生領域への参入
　ノジマは、2021年12月24日に連結子会社であるニフティライフスタイル株式会社の東京証
券取引所マザーズ（現グロース）市場への新規上場をし、2022年3月31日に完全子会社であっ
たシグニ株式会社の全株式の譲渡を完了いたしました。
　いずれも当社グループに加入以降、事業再構築や、人材の育成により企業成長を確実に実現し
てまいりました。今後も、この実績とノウハウを活用し、企業の経営に関与することで企業価値
を高め、地域社会に貢献し、ステークホルダーの皆様に喜んでいただけるよう、今までにない事
業会社による企業再生領域に資金を有効に投入し、社会に新たな価値を提供できるよう挑戦し
てまいる所存です。 

　2021年10月28日オープンのデジタル家電専門店「ノジマ東急ストア鎌倉店」の出店をもって、200店舗目の節目を迎えました。
1959年に創業してから今年で 63年。多くのお客様やステークホルダーの皆様に支えられ、200店舗に到達することができ、
2022年3月末には、205店舗となりました。
　今後も他社と差別化した様々な出店ノウハウを生かし、住宅地等へ小型店を中心に出店を進めてまいります。2028年までにさ
らに200店舗の出店を行い、総店舗数は400店舗と倍増させていく予定です。
　ノジマは、お客様一人ひとりの好みに合わせた商品をご提案する「コンサルティングセールス」
による接客を強みとしています。家電業界で主流となっている家電メーカーや通信キャリアから
の派遣スタッフによる接客ではなく、すべて自社従業員がメーカーやキャリアに関わらずフラッ
トな立場で、お客様のニーズに合った商品の提案を実践し続けている唯一の家電専門店です。
　これからも一人ひとりのお客様に寄り添った接客により、多くのお客様に選ばれる努力を続け
てまいります。

12 スルガ銀行との資本業務提携を解消
　ノジマは、スルガ銀行株式会社（静岡県沼津市 取締役社長 嵯峨行介、以下「スルガ銀行」）との資本業務提携を 2022年3月8
日付で解消するとともに、所有するスルガ銀行全株式を売却いたしました。
　両社の持つリテールビジネスの強みを生かし、地域のお客様のお役に立ち、喜ばれる便利なサービスを生みだすべく様々な提案
を行ってまいりましたが、このまま協議を継続しても本件合意書等の締結当初に期待していた具体的かつ実質的な提携効果を得る
ことは困難であるとの判断に至りました。 

4 80歳を超えての雇用延長事例が誕生

6 東京都の結婚応援事業「TOKYOふたり結婚応援パスポート」に協賛
　東京都生活文化局が推進する東京都結婚支援事業「TOKYOふたり結婚応援パスポート」に賛同し、
2022年4月1日より東京都内のデジタル家電専門店ノジマ全店で結婚応援サービスの提供を開始しま
した。
　東京都では、結婚を希望しながらも一歩を踏み出せない方を後押しするための取り組みの一環として、
１年以内に結婚を予定している婚約カップルと、結婚してから１年以内の新婚カップルを対象に、
「TOKYOふたり結婚応援パスポート」を交付しております。
　近年、出生数の減少から人口減少の加速が懸念されています。ノジマでは、協賛を通じて結婚するお
ふたりを祝福し、社会全体で結婚に向けた気運を醸成してまいります。

　ノジマは 2020年7月より雇用上限年齢を 80歳と制定しておりますが、80歳を迎える従業員から
の雇用継続の希望を受け入れ、上限を超えて継続雇用する事例が2例誕生いたしました。
　他社に先駆けて雇用上限を 80歳と制定したものの、80歳を超えても働き続けたいと要望がありま
した。高齢になっても長く働き続けるという “選択肢 ”を用意することは、高齢化社会において重要な
事であると考えています。健康で居続けるためにも、意欲ある従業員から働き甲斐を奪うことなく、
継続して活躍してもらえるよう、健康状態や勤務状態を踏まえて雇用を継続することを決定しました。
　今後も柔軟な対応で、安心して長く働ける環境を提供してまいります。
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5「結婚・婚活応援アワード2021」でNOJIKON表彰
　2021年12月20日に開催された第７回「結婚・婚活メディアカンファレンス」（一般社団法人 結婚・
婚活応援プロジェクト主催）において、「結婚・婚活応援アワード2021」の「企業・団体部門」として、
社内婚活イベント “NOJIKON”の取り組みを表彰いただきました。  “NOJIKON”は、2017年より実
施している、ノジマグループの従業員を対象とした社内婚活イベントです。社員の発案から実施に至り、
費用は全額会社が負担。企画から運営まで全て自前で開催しております。
　従業員が結婚・出産後に働き続けられる環境を整えるとともに、微力ながら日本の未婚化・少子化
問題にも貢献できるよう、活動を続けてまいります。

ノジマイオンモール川口前川店で働く
80歳女性

受賞式の様子
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2022年2月11日　日本経済新聞
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ノジマグループ サステナビリティ 重要テーマ

　ノジマでは、人や社会・環境に配慮した消費行動「倫理的消費(エシカル消費)」の普及に向けて、省エネ商品の訴求を積極的に行って
います。店頭では、日本産業規格（JIS）により2000年に規格化された省エネルギーラベリング制度の「統一省エネラベル」の掲出の
ほか、節電・節水のできる製品がわかりやすいように、ノジマが作成した「電気代・水道代の目安表」や「10年前の型に比べてどれだけ
省エネ化されたのかを示す表」などの掲示を行っております。
　販売時に商品の機能だけでなく、使用する際にかかるエネルギー量も合わせてご案内することで、お客様の日々のランニングコスト
の参考にしていただくことはもちろん、限りある資源の消費を抑える一助となればと考えております。
　これからも販売を通して、環境にもお客様の生活にも貢献できる提案を行ってまいります。

1 社内資格「省エネコンサルタント」を新設

2 エシカル消費の普及に向けた取り組み
2 ウクライナ支援

Environment (環境)

　ノジマでは、SDGsの取り組みの一環として、社内資格「省エネコンサルタント」を新設し、4月より運用を開始いたしました。省エネ
関連の知識を身に付けた従業員がお客様の省エネ家電選びのサポートをしてまいります。店舗従業員だけでなく、役員や本部従業員を
含む約8,000名が受講することで、一人ひとりが自らの生活においても省エネの取り組みを実践できる集団を目指してまいります。ま
た、地球環境に配慮すべく、2022年以降順次デジタル家電専門店ノジマ店舗での太陽光パネル
設置や再生エネルギーへの置き換えなどを進めていく予定です。2030年までに1店舗あたりの
二酸化炭素排出量50％削減を目標に取り組んでまいります。
　今後も地域や社会環境に優しい企業となるべく努めてまいります。

2022年2月27日　日本経済新聞

3 横浜市消防局とコラボした防災啓発イベントを開催

　新型コロナウイルスに関する寄付により、2022年3月に紺綬褒章を受章いたしました。紺綬褒章は国の褒
章制度のひとつで、公益のために私財を寄付し、その功績が顕著な個人または団体に授与されるものです。
　ノジマでは、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う医療危機・経済的困難等の社会課題解決のため、2021
年1月30日～2月28日の期間中にノジマ店舗でチャリティセールを実施。売り上げの一部にあたる総額1億
1,500万円を、出店地域である1都8県に対して寄付をいたしました。寄付を実施した後、千葉県庁と静岡県庁
から国へ推薦いただき、このたびの褒章受章となりました。
　今後も事業展開をさせていただいている地域に寄り添った活動をしてまいります。

　2022年3月28日に在日ウクライナ大使館において、当社代表執行役社長 野島廣司よりウクライナ特命全
権大使セルギー・コルスンスキー閣下へ、避難支援を目的として1億円の寄付金をお渡しいたしました。避難
者支援を目的とした寄付は、日本企業として初の試みです。寄付金は、横浜市主導の「オール横浜 支援パッケ
ージ」に活用いただくことになりました。
　寄付だけでなく「オール横浜 支援パッケージ」では、寄付以外にも、ウクライナより避難された方が横浜市
営住宅へ入居する際の生活家電の手配や、インターネット環境の整備のサポートもノジマグループのニフティ
株式会社と協力して行っております。
　今後もウクライナに対する支援のため、横浜市等の各自治体や関係機関の皆様と連携し、様々なサポート
を実施してまいります。  

　2021年11月の秋の火災予防運動期間中、横浜市消防局とタッグを組み、横浜市内のデジタル家電専門店
ノジマ全19店舗において、防災啓発イベント“ノジマジャック”を開催しました。2021年4月より横浜市消防
音楽隊へ協賛しており、そのご縁で開催に至りました。
　ご来店いただいたお客様の防災意識を高めるため、横浜市内のノジマ19店舗のテレビコーナーをジャック
し、壁面の大型テレビで横浜市民防災センター制作の防災啓発動画の放映を実施。開催記念イベントとして、
オーロラモール東戸塚において横浜市消防音楽隊による演奏と防災広報を実施いたしました。
　今後も経営理念の1番に掲げている「社会に貢献する経営」を具現化すべく、社会のためとなる取り組みを
実施してまいります。

1 新型コロナウイルスに関する寄付に対し「紺綬褒章」を受章

Social (社 会)

紺綬褒章受章（千葉県）
2022年3月28日

ウクライナ大使館にて
2022年3月28日

ノジマジャック開催の様子

省エネ
コンサルタント
����

3 サーキュラーエコノミー実現へ取り組み
　ノジマでは、サーキュラーエコノミー（循環経済）実現のため、様々な取り組みを行っています。リサイクル対象家電品の引取りは、
冷蔵庫・洗濯機・テレビ・エアコンを合わせた下取り数は約45,000台 /月（2021年12月実績）、店頭でのインクカートリッジの回収は、
買取分だけで約270,000個 /月（2021年12月実績）、その他、店舗で電池の回収等も行っています。
　また、レジ袋の有料化に先駆けて、2019年10月12日から全店でエコバッグの無料配布を行っており、累計配布数は 320万枚
（2021年12月時点）を突破しました。環境にやさしい生分解性のバイオマスレジ袋への切り替えも全店で完了しています。
　その他、店頭でお客様にご提供させていただいている、エルソニック（PB）ブランドのミネラルウォーター
製造に際しては、リサイクル素材のペットボトルを使用するなどの取り組みも実施しております。
　2019年には他社に先駆けて全店舗で電子棚札の導入を完了し、ペーパーレス化を行いました。
　これからも限りある資源を有効活用するべく、出来る限りの取り組みを実施してまいります。
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